
第４章・安全・安心社会の実現 

 - 168 -

表 12 ハリケーンと台風の区分 
熱帯低気圧 最大風速 
発生地 17.1m/s 

インド洋・

南太平洋 
北西太平洋 北東太平洋・大西洋 

台風 最大風速 熱帯暴風雨(トロ

ピカル・ストーム)
17.2～ 

ハリケーン 32.7～ 強い 33～ 
カテゴリー１ ～42 

非常に

強い 
44～54      ２ 43～49 

     ３ 50～58 
     ４ 59～69 

サイクロン

猛烈な 54～ 

     ５ 70～ 

 

１ 
ハ
リ
ケ
ー
ン
で
死
傷
者
が
で
な
い
国 

 

災
害
の
方
程
式
～
キ
ュ
ー
バ
は
国
連
防
災
の
モ
デ
ル
国 

 

地
球
温
暖
化
と
格
差
社
会
と
イ
ラ
ク
戦
争
。
一
見
関
係

が
な
さ
そ
う
に
思
え
る
が
、
こ
れ
ら
は
意
外
な
と
こ
ろ
で

つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
結
ぶ
キ
ー
ワ
ー
ド
が
災
害
だ
。 

二
〇
〇
五
年
八
月
に
米
国
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
州
に
上

陸
し
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
は
死
者
一
八
三
六
人
、

行
方
不
明
者
七
〇
五
人
、
家
屋
喪
失
一
〇
〇
万
人
も
の
惨

事
を
も
た
ら
し
た
が
、こ
れ
は
紛
れ
も
な
く
人
災
だ
っ
た
。 

 

ハ
リ
ケ
ー
ン
は
、
表
12
の
よ
う
に
そ
の
強
風
が
引
き
起

こ
す
洪
水
や
被
害
か
ら
、
一
～
五
級
に
わ
け
ら
れ
る
。
三

か
ら
は
大
型
ハ
リ
ケ
ー
ン
と
な
る
が
、
カ
ト
リ
ー
ナ
は
ル

イ
ジ
ア
ナ
上
陸
時
に
は
そ
の
中
で
も
最
小
の
「
カ
テ
ゴ
リ
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ー
三
」
だ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ほ
ど
の
犠
牲
が
で
て
し
ま
っ
た
の
は
、
貧
し
い
ア
フ
リ
カ
系

米
国
人
た
ち
に
は
避
難
す
る
手
段
が
な
く
、
被
災
地
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
で
は
州
兵
の
三
分
の
一
が
軍
事
活
動

に
従
事
中
で
救
助
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
に
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
老
人
ホ
ー
ム
で
は
職
員
が
真
っ
先
に

逃
げ
出
し
、
高
齢
者
は
見
捨
て
ら
れ
た
。
刑
務
所
で
も
看
守
が
不
在
の
ま
ま
受
刑
者
六
〇
〇
人
以
上
が
水

も
食
料
も
な
く
放
置
さ
れ
、う
ち
五
一
七
人
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
避
難
所
で
は
支
援
物
資
が
不
足
し
、

食
料
は
自
己
責
任
で
持
参
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
責
任
を
果
た
せ
な
い
高
齢
者
等
の
衰
弱
死
が

相
次
い
だ
。
感
染
性
の
胃
腸
炎
も
集
団
発
生
し
、
そ
の
後
隔
離
は
さ
れ
た
も
の
の
、
四
人
が
命
を
落
と
し

て
い
る
。
パ
ニ
ッ
ク
状
態
の
中
で
市
民
に
よ
る
食
料
品
店
の
略
奪
も
続
発
し
、
レ
イ
プ
や
医
薬
品
輸
送
車

へ
の
襲
撃
も
起
き
た
(12)
。
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
支
持
率
が
過
去
最
低
の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
落
ち
た
の
は
、

と
て
も
先
進
国
と
は
思
え
な
い
不
様
な
対
応
ぶ
り
の
た
め
だ
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
オ
バ
マ
新
大
統
領
誕
生
に

寄
与
し
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

次
の
キ
ー
ワ
ー
ド
。
温
暖
化
で
ハ
リ
ケ
ー
ン
が
多
発
す
る
理
由
は
、
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考
え
て
み
れ

ば
す
ぐ
わ
か
る
。
南
洋
で
は
強
い
日
差
し
を
受
け
て
盛
ん
に
上
昇
気
流
が
発
生
し
て
い
る
。
気
流
は
次
々

と
積
乱
雲
を
産
み
出
す
。
こ
れ
ら
が
集
ま
り
巨
大
化
す
る
と
熱
帯
低
気
圧
が
産
ま
れ
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
へ
と

発
展
し
て
い
く
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
が
回
転
す
る
の
は
地
球
の
自
転
に
よ
る
コ
リ
オ
リ
力
だ
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
そ
の
も
の
は
海
面
か
ら
供
給
さ
れ
る
水
蒸
気
だ
か
ら
、
海
面
が
暖
い
ほ
ど
パ
ワ
ー
を
増
す
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
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第
四
次
評
価
報
告
書(

気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル)

は
、
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
一
〇
〇
年
間
で

〇
・
七
四
度
気
温
が
上
昇
し
た
と
報
告
し
た
が
、
海
面
水
温
も
世
界
平
均
で
約
〇
・
五
度
ア
ッ
プ
し
て
い

る
。
二
〇
〇
六
年
を
除
い
て
一
九
九
八
年
以
降
は
毎
年
一
〇
回
以
上
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
が
発
生
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
だ
。 

だ
が
、
温
暖
化
で
ハ
リ
ケ
ー
ン
が
増
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
は
犠
牲
に
は
直
結
し
な
い
。
国
際
赤

十
字
赤
新
月
社
連
盟
は
、「
リ
ス
ク=

ハ
ザ
ー
ド
×
脆
弱
性
」
と
い
う
方
程
式
を
提
唱
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

被
災
者
が
社
会
的
に
脆
弱
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
と
き
に
の
み
犠
牲
は
増
え
る
。
貧
富
の
格
差
が
大
き

い
開
発
途
上
国
で
は
、
米
国
以
上
に
こ
の
方
程
式
が
よ
く
わ
か
る
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
に
中

南
米
を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
ミ
シ
ェ
ル(

カ
テ
ゴ
リ
ー
四)

で
は
九
〇
〇
〇
人
以
上
の
死
者
が
出
た
が
、

こ
れ
も
人
災
と
い
え
る
。
そ
の
極
め
付
け
が
、
エ
ル
・
サ
ル
バ
ド
ル
だ
。
同
国
で
は
二
〇
〇
一
年
に
公
共

事
業
省
を
改
革
し
、
六
六
二
四
人
も
の
人
員
を
削
減
し
、
大
型
機
械
の
す
べ
て
を
民
間
に
安
く
払
い
下
げ

て
い
た
。
だ
か
ら
、
有
事
の
際
に
活
用
で
き
る
機
材
が
政
府
の
手
元
に
は
な
か
っ
た
。
政
府
の
土
地
利
用

規
制
も
不
十
分
で
、
地
滑
り
や
氾
濫
の
危
険
性
が
高
い
地
域
に
貧
し
い
人
々
が
居
住
し
て
い
た
。
お
ま
け

に
、
増
水
で
ダ
ム
が
持
ち
こ
た
え
ら
れ
そ
う
に
な
く
な
る
と
決
壊
を
防
ぐ
た
め
に
政
府
は
レ
ン
パ
地
域
の

ダ
ム
を
放
水
し
た
。
だ
が
、
住
民
を
避
難
さ
せ
ず
、
開
け
た
こ
と
も
周
知
し
な
か
っ
た
か
ら
、
下
流
の
集

落
で
は
村
人
が
放
流
水
の
巻
き
添
え
を
く
っ
て
命
を
落
と
し
た
(1)
。
こ
れ
を
人
災
と
言
わ
ず
し
て
な
ん
と
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言
お
う
。
だ
が
、
同
じ
開
発
途
上
国
と
は
い
え
、
キ
ュ
ー
バ
の
対
応
は
い
さ
さ
か
違
う
。 

二
〇
〇
八
年
の
八
月
末
と
九
月
頭
に
グ
ス
タ
フ(

カ
テ
ゴ
リ
ー
四)

、
ア
イ
ケ(

同)

が
立
て
続
け
に
襲
来
し

た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
だ
が
、
前
者
の
死
者
は
皆
無
。
後
者
も
七
人
が
命
を
落
と
し
た
だ
け
だ
っ
た
(9)
。 

ミ
シ
ェ
ル
で
は
、
国
土
の
五
二
パ
ー
セ
ン
ト
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
国
民
の
五
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た

る
約
五
〇
〇
万
人
が
被
災
し
た
が
、
死
者
は
五
人
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
も
、
ほ
と
ん
ど
が
建
物
の
倒
壊
に

よ
る
も
の
で
(1)
、
そ
れ
以
外
は
軽
症
者
が
一
〇
人
い
る
だ
け
だ
っ
た
(4)
。
翌
二
〇
〇
二
年
の
九
～
一
〇
月

に
は
、
イ
シ
ド
ー
ル(

カ
テ
ゴ
リ
ー
三)

と
リ
リ
ー(

同
二)

が
襲
来
し
、
ピ
ナ
ル
・
デ
ル
・
リ
オ
州
や
青
年
の

島
で
は
計
一
万
八
〇
〇
〇
戸
が
破
壊
さ
れ
た
。
だ
が
、
死
者
は
イ
シ
ド
ー
ル
で
は
一
人
、
リ
リ
ー
は
ゼ
ロ

だ
っ
た
(1)
。 

二
〇
〇
四
年
に
フ
ロ
リ
ダ
で
二
七
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た
チ
ャ
ー
リ
ー(

カ
テ
ゴ
リ
ー
三)

は
ハ
バ
ナ
も

襲
っ
た
が
、
四
人
し
か
死
ん
で
い
な
い
。
そ
の
一
月
後
に
は
イ
ワ
ン
が
襲
来
す
る
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
と
最

大
級
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
だ
け
に
、
米
国
で
は
五
二
人
、
カ
リ
ブ
海
で
は
七
〇
人
以
上
が
命
を
落
と
し
た
。
だ

が
、
キ
ュ
ー
バ
の
死
傷
者
は
皆
無
だ
っ
た
(2)
。 

二
〇
〇
五
年
の
ウ
ィ
ル
マ(

カ
テ
ゴ
リ
ー
五)

は
、
ハ
イ
チ
で
一
二
人
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
で
二
人
、
ユ
カ
タ

ン
半
島
で
八
人
、
フ
ロ
リ
ダ
で
五
人
が
命
を
落
と
し
た
。
だ
が
、
キ
ュ
ー
バ
で
は
誰
も
死
ん
で
い
な
い
(7)
。 

一
九
九
五
年
～
二
〇
〇
六
年
に
か
け
て
キ
ュ
ー
バ
は
熱
帯
暴
風
雨
に
三
回
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
八
回
ほ
ど
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見
舞
わ
れ
て
い
る
。
う
ち
、
四
回
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
三
以
上
の
大
型
だ
っ
た
。 

「
で
す
が
、
そ
の
全
期
間
を
通
じ
て
、
命
を
落
と
し
た
の
は
三
四
人
だ
け
で
、
年
平
均
三
人
に
す
ぎ
な
い

の
で
す
」 

気
象
研
究
所
の
全
国
予
報
セ
ン
タ
ー
所
長
の
ホ
セ
・
ル
ビ
エ
ラ
博
士
は
数
値
を
あ
げ
る
(8)
。
キ
ュ
ー
バ

の
死
傷
者
は
大
西
洋
全
域
で
最
も
少
な
く
、
そ
の
記
録
は
先
進
国
に
匹
敵
す
る
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
上
回
る

(2)
。
だ
が
、
以
前
か
ら
そ
う
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
六
三
年
一
〇
月
の
フ
ロ
ラ
で
は
、
一
一
二

六
人
が
死
ん
で
い
る
(8)
。
で
は
、
な
ぜ
最
近
は
死
者
が
出
な
い
の
だ
。 

「
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
避
難
に
思
え
ま
す
。
極
め
て
貧
し
い
国
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ミ
シ
ェ
ル
で
は
、
四
八
時
間
で
約
七
〇
万
人
が
安
全
、
か
つ
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
避
難
し
た
の
で
す
。

オ
ン
ボ
ロ
の
車
両
、
燃
料
不
足
、
不
十
分
な
道
路
網
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
は
か
な
り
の
功
績
で
す
」 

防
災
の
世
界
的
専
門
家
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
ベ
ン
・
ウ
ィ
ス
ナ
ー
博
士
は
そ
の
理
由
を
指
摘
す

る
(1)
。
イ
ワ
ン
で
は
約
二
〇
〇
万
人
が
避
難
し
た
。
国
連
で
災
害
削
減
国
際
戦
略
を
指
揮
す
る
サ
ル
バ
ノ
・

ブ
リ
セ
ノ
氏
は
「
そ
の
や
り
方
は
同
じ
貧
し
い
他
国
に
も
簡
単
に
適
用
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
豊
か
な
国

で
あ
っ
て
も
キ
ュ
ー
バ
の
よ
う
に
自
国
民
を
守
ろ
う
と
は
し
な
い
国
に
も
適
用
で
き
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ

て
い
る
(2)
。
米
国
に
は
耳
が
痛
い
指
摘
だ
が
、
国
連
が
「
世
界
の
防
災
モ
デ
ル
」
と
評
価
す
る
だ
け
の
こ

と
は
あ
る
の
だ
(2,6)
。 
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ハバナ湾の対岸の高台にある気象研究所。ハリケーン襲来を警告し

人命を守る拠点だ 

テレビで刻々と変わるハリケーン情報を市民に知らせるお天気キャ

スターを務めるのは、気象学者ホセ・ルビエラ博士だ(写真提供グラ

ンマ紙ドキュンメントセンター) 
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ペ
ッ
ト
も
一
緒
に
避
難
所
に
避
難 

 
ハ
リ
ケ
ー
ン
が
近
づ
い
て
来
て
も
キ
ュ
ー
バ
で
は
誰
も
あ
わ
て
ふ
た
め
か
な
い
。
人
々
は
テ
レ
ビ
を
付

け
た
り
、
ラ
ジ
オ
の
波
長
を
合
わ
せ
(3)
、
そ
の
音
声
が
聞
こ
え
る
場
所
か
ら
離
れ
よ
う
と
は
し
な
い
。
そ

し
て
、
メ
デ
ィ
ア
は
迫
り
つ
つ
あ
る
ハ
リ
ケ
ー
ン
情
報
を
流
し
始
め
る
(2)
。 

米
国
の
天
気
予
報
で
は
、
発
信
さ
れ
る
情
報
よ
り
も
キ
ャ
ス
タ
ー
の
容
姿
の
方
が
大
事
に
さ
れ
る
。
だ

が
、
キ
ュ
ー
バ
で
は
実
を
取
る
。
テ
レ
ビ
シ
オ
ン
・
ク
バ
ー
ナ
で
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
最
新
情
報

を
伝
え
る
の
は
、
気
象
学
者
ホ
セ
・
ル
ビ
エ
ラ
博
士
な
の
だ
。 

「
私
た
ち
は
、
メ
デ
ィ
ア
、
何
よ
り
テ
レ
ビ
を
通
し
て
気
象
情
報
を
人
民
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
キ
ュ
ー

バ
で
は
、
た
い
が
い
ど
の
家
庭
に
も
最
低
一
台
の
テ
レ
ビ
は
あ
り
ま
す
し
、
テ
レ
ビ
が
な
い
農
村
の
農
家

で
も
政
府
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
で
見
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
、
ラ
ジ
オ
も
効
果
的
で
す
。
で
す
か

ら
、
情
報
は
全
員
に
届
き
、
危
険
性
が
高
ま
れ
ば
、
人
民
は
意
識
し
始
め
、
口
コ
ミ
も
は
じ
ま
り
ま
す
。

そ
れ
が
、
人
命
を
守
る
一
助
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
」
(6)
。 

以
前
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
ピ
ナ
ル
・
デ
ル
・
リ
オ
州
の
あ
る
高
齢
の
農
民
は
、
子
ど
も
の
頃
の
経

験
を
説
明
す
る
。 

「
ラ
ジ
オ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
空
模
様
を
見
る
し
か
な
く
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
が
真
上
に
き
て
天
井
が
吹
き
飛

ば
さ
れ
る
ま
で
何
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
」
(1)  
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だ
が
、
今
は
違
う
。
熱
帯
暴
風
雨
や
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
襲
来
が
予
想
さ
れ
れ
ば
九
六
時
間
前
に
ま
ず
「
初

期
警
報
」
が
出
さ
れ
る
(7)
。 

「
キ
ュ
ー
バ
か
ら
四
～
五
日
の
と
こ
ろ
ま
で
迫
れ
ば
、
約
九
六
時
間
前
か
ら
早
め
に
警
戒
を
発
信
し
ま
す
。

そ
し
て
、
七
二
時
間
前
に
国
内
の
あ
る
地
域
が
危
険
だ
と
わ
か
れ
ば
、
「
周
知
段
階
」
、
四
八
時
間
後
に
は

「
警
報
段
階
」
、
二
四
時
間
後
に
は
「
警
告
段
階
」
に
入
り
ま
す
」
(6)
。 

ル
ビ
エ
ラ
博
士
が
言
う
よ
う
に
、
七
二
時
間
前
か
ら
は
、
迫
り
く
る
ハ
リ
ケ
ー
ン
へ
の
特
別
報
道
が
始

ま
り
、
人
々
は
、
襲
来
に
備
え
て
飲
用
水
を
確
保
し
、
保
存
食
品
を
仕
入
れ
、
家
の
ド
ア
や
窓
を
し
っ
か

り
と
閉
じ
る
(7)
。 

予
報
の
技
術
水
準
だ
け
み
れ
ば
、
他
の
中
米
諸
国
や
メ
キ
シ
コ
と
大
差
な
い
。
だ
が
、
情
報
の
活
か
し

方
や
心
が
ま
え
が
違
う
。
ハ
イ
テ
ク
だ
け
に
頼
ら
ず
、
電
気
が
切
れ
た
場
合
を
想
定
し
、
無
線
ラ
ジ
オ
協

会
の
会
員
も
災
害
に
備
え
る
。
イ
シ
ド
ー
ル
と
リ
リ
ー
が
襲
来
し
た
際
は
、
青
年
の
島
で
は
停
電
で
テ
レ

ビ
が
映
ら
な
く
な
っ
た
が
、
ム
ニ
シ
ピ
オ
政
府
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
を
活
用
し
、
気
象
研
究
所
と
連
絡

を
取
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
(1)
。
状
況
は
最
近
も
あ
ま
り
か
わ
ら
な
い
。
二
〇
〇
八
年
に
キ
ュ
ー
バ
に

半
年
滞
在
し
、
グ
ス
タ
フ
と
ア
イ
ケ
に
遭
遇
す
る
破
目
に
陥
っ
た
中
野
健
太
氏
は
体
験
談
を
こ
う
披
露
す

る
。 

「
と
に
か
く
、
準
備
が
早
い
ん
で
す
。
風
が
い
よ
い
よ
強
く
な
り
始
め
た
か
な
と
い
う
段
階
で
、
テ
レ
ビ
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放
送
も
停
電
す
る
こ
と
を
見
越
し
て
切
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
か
ら
は
ラ
ジ
オ
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
上
陸

し
て
、
暴
風
域
に
入
る
と
ガ
ス
や
電
気
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
止
め
る
。
〇
四
年
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
際

に
ハ
バ
ナ
は
電
気
や
ガ
ス
を
切
る
の
が
遅
く
、
漏
電
等
で
復
旧
に
一
週
間
か
か
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を

生
か
し
、
今
は
、
電
気
も
早
く
切
り
ま
す
が
、
そ
の
分
、
早
く
復
旧
し
ま
す
。
市
民
た
ち
も
手
慣
れ
た
も

の
で
、
飲
料
水
や
ら
食
品
、
ロ
ウ
ソ
ク
を
準
備
す
る
の
で
す
」
(11) 

市
民
だ
け
で
な
く
政
府
側
も
準
備
を
始
め
る
。
州
や
ム
ニ
シ
ピ
オ
の
議
長
が
、
地
元
『
市
民
防
衛
本
部

長
』
と
し
て
、
司
令
部
を
設
置
し
て
調
整
会
議
を
開
き
、
後
述
す
る
緊
急
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
始
め
、
担

当
管
内
で
予
想
さ
れ
る
交
通
手
段
や
施
設
の
確
保
に
あ
た
る
。
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
革
命
防
衛
委
員

会
や
学
校
長
、
諸
機
関
の
代
表
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ド
ク
タ
ー
た
ち
が
各
自
の
役
割
を
確
認
し
あ
い
、
避
難

手
順
や
避
難
場
所
、
必
要
な
資
材
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
(1)
。 

四
八
時
間
前
に
は
警
報
が
出
さ
れ
(7)
、
各
組
織
や
機
関
は
完
全
動
員
体
制
に
入
り
、
州
、
ム
ニ
シ
ピ
オ

と
各
地
区
に
設
け
ら
れ
た
「
市
民
防
衛
セ
ン
タ
ー
」
が
調
整
会
議
の
場
所
と
な
り
、
必
要
な
資
材
を
指
示

し
た
り
、
直
上
の
政
府
と
連
絡
を
密
に
と
り
あ
う
。
生
徒
た
ち
は
寄
宿
学
校
や
学
校
か
ら
帰
宅
し
(1)
、
安

全
の
た
め
に
自
分
た
ち
で
学
校
の
屋
根
を
解
体
・
格
納
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
出
て
く
る
(2)
。 

そ
し
て
、
風
速
が
毎
時
六
〇
km
ほ
ど
に
達
す
る
と
(5)
、
中
野
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
国
家
電
力
委
員
会

の
要
請
で
、
電
気
会
社
は
電
気
を
切
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
は
シ
ョ
ー
ト
で
火
傷
を
し
た
り
、
増
水
し
た
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イケの強風でなぎ倒された樹木(写真提供、中野健太氏) 

水
面
下
に
隠
れ
た
電
柱
や
切
れ
た
電
線
に
う
っ
か
り
ふ
れ

て
感
電
死
す
る
こ
と
を
防
ぐ
意
味
も
あ
る
(2,4,5)
。 

〇
五
年
の
ウ
ィ
ル
マ
は
動
き
が
遅
く
、
強
風
の
何
時
間

も
前
か
ら
停
電
を
強
い
ら
れ
た
め
に
、
ハ
バ
ナ
市
民
の
中

に
は
「
電
気
を
切
る
の
が
早
す
ぎ
る
」
と
文
句
を
も
ら
し

た
者
も
い
た
と
い
う
。
だ
が
、
利
便
性
よ
り
は
安
全
性
の

方
が
優
先
さ
れ
る
の
だ
。
警
報
を
発
す
る
と
き
に
は
、
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
が
備
え
ら
れ
て
い
る
と
ル
ビ
エ
ラ
博
士
が

胸
を
は
れ
る
の
も
、
こ
れ
だ
け
満
を
持
し
て
ハ
リ
ケ
ー
ン

を
迎
え
て
い
る
か
ら
だ
(7)
。 

市
民
防
衛
司
令
部
が
避
難
命
令
を
出
せ
ば
、
い
よ
い
よ

避
難
が
始
ま
る
が
、
そ
の
際
も
妊
娠
中
の
女
性
や
高
齢
者
、

標
高
の
低
い
村
の
住
民
な
ど
(7)
、
リ
ス
ク
が
高
い
人
々
か

ら
行
わ
れ
る
(1)
。
避
難
用
の
交
通
手
段
を
提
供
す
る
の
も

政
府
だ
。
ウ
ィ
ル
マ
で
は
、
ハ
バ
ナ
州
の
南
海
岸
の
プ
ラ

ヤ
・
ロ
サ
リ
オ
の
全
集
落
が
危
険
だ
っ
た
た
め
、
何
十
台
も
の
バ
ス
が
用
意
さ
れ
た
。
一
一
三
戸
の
う
ち
、
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一
一
〇
戸
が
破
壊
さ
れ
た
が
、
結
果
と
し
て
死
傷
者
は
で
て
い
な
い
(7)
。 

第
三
章
で
紹
介
し
た
農
業
公
社
ク
ー
バ
・
キ
ビ
ル
の
マ
リ
オ
・
ル
イ
ス
・
ゴ
ン
サ
レ
ス
・
ガ
ル
シ
ア
イ

ケ
副
代
表
は
、
グ
ス
タ
フ
と
ア
イ
ケ
へ
の
対
応
経
験
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。 

「
公
社
で
は
一
三
〇
〇
人
が
働
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
本
部
棟
に
は
幹
部
一
五
人
が
残
り
、
各
部
門
も
五

～
六
人
ず
つ
と
全
員
で
六
〇
～
七
〇
人
が
待
機
し
、
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。
収
穫
可
能
な
農
産
物
は
全

部
収
穫
し
、
家
畜
も
安
全
な
高
台
に
移
動
さ
せ
ま
す
。
建
物
も
強
風
に
備
え
、
危
険
な
場
所
に
い
る
人
か

ら
避
難
す
る
。
こ
の
公
社
に
は
独
自
の
防
災
計
画
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
被
害
者
が
い
な
い
の
で
す
」
(10) 

タ
イ
ム
リ
ー
な
避
難
に
よ
っ
て
人
命
は
救
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
(2)
、
ス
ム
ー
ズ
に
避
難
が
進

む
背
景
に
は
、
避
難
者
側
に
立
っ
た
き
め
細
か
い
配
慮
も
あ
る
、
と
ハ
バ
ナ
の
防
災
責
任
者
ペ
ド
ロ
・
サ

エ
ス
氏
は
言
う
。 

「
初
め
の
頃
は
、
誰
も
避
難
し
よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
安
全
が
第
一
だ
と
納
得
さ
せ
る
に
は
何
年

も
か
か
っ
た
の
で
す
。
で
す
が
、
避
難
経
験
を
積
め
ば
、
人
々
は
避
難
す
る
こ
と
を
望
む
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
私
財
を
保
護
す
る
対
策
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
大
き
な
建
物
に
は
警
備
員
を
出
し
、
泥
棒

が
入
ら
な
い
よ
う
警
官
も
配
備
さ
れ
ま
す
」
(5) 

避
難
に
際
し
て
は
、
箱
に
貴
重
品
を
入
れ
て
、
安
全
な
場
所
に
輸
送
・
格
納
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
前
提
と

な
っ
て
い
る
し
、
〇
四
年
の
イ
ワ
ン
で
は
、
さ
ら
に
対
応
策
が
バ
ー
ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
し
、
ペ
ッ
ト
も
一
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緒
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
し
、
避
難
所
に
は
ペ
ッ
ト
の
た
め
に
獣
医
も
待
機
さ
せ
た
と
い
う
(2)
。
こ
こ
ま

で
す
れ
ば
、
誰
で
も
避
難
し
よ
う
と
い
う
気
に
な
る
で
は
な
い
か
。 

 

被
災
は
あ
く
ま
で
も
自
己
責
任 

二
〇
〇
八
年
の
グ
ス
タ
フ
と
ア
イ
ケ
に
対
し
て
は
、
政
府
職
員
や
軍
を
含
め
約
七
万
人
が
民
間
人
保
護

の
た
め
に
動
員
さ
れ
、
一
七
〇
〇
カ
所
の
避
難
所
や
九
〇
〇
カ
所
も
の
野
外
炊
事
場
を
設
け
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
た
。
避
難
所
と
な
る
の
は
、
た
い
が
い
政
府
の
施
設
や
学
校
だ
が
、
避
難
者
は
一
二
〇
万
人
以

上
に
も
な
る
。
公
共
施
設
だ
け
で
は
と
う
て
い
足
り
な
い
(9)
。
だ
か
ら
、
避
難
者
の
七
八
パ
ー
セ
ン
ト
は
、

安
全
と
さ
れ
た
友
人
や
親
戚
家
に
滞
在
し
た
。
イ
ワ
ン
の
際
も
最
も
被
害
を
受
け
た
ピ
ナ
ル
・
デ
ル
・
リ

オ
州
で
は
、
そ
の
数
値
は
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
と
い
う
(2)
。 

同
州
の
ラ
・
パ
ロ
マ
で
は
グ
ス
タ
フ
と
ア
イ
ケ
で
家
屋
が
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
も
破
壊
さ
れ
た
と
前
述
し

た
が
、
同
地
区
の
フ
リ
オ
・
セ
サ
ル
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
・
ピ
メ
ン
テ
ル
共
産
党
書
記
長
は
、
適
切
な
避
難
に

よ
っ
て
死
傷
者
が
一
人
も
で
な
か
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
。 

「
学
校
や
安
全
な
住
宅
に
避
難
し
た
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
友
人
や
親
戚
宅
に
避
難
す
る
計
画
を
あ
ら

か
じ
め
立
て
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
五
月
一
六
～
一
七
日
に
も
『
メ
テ
オ
ロ
』
を
行
い
ま
す
」
(10) 

 

書
記
長
の
言
う
メ
テ
オ
ロ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
安
全
な
住
宅
に
住
む
人
々
が
、
危
険
な
家
屋
に
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住
む
親
戚
や
友
人
を
受
け
入
れ
る
助
け
合
い
の
連
帯
精
神
が
社
会
に
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
避
難
を

可
能
と
し
て
い
る
わ
け
だ
(1)
。
カ
ト
リ
ー
ナ
を
上
回
る
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
襲
来
を
何
度
も
受
け
な
が
ら
も
、

米
国
と
違
っ
て
死
傷
者
が
ほ
ぼ
皆
無
に
近
い
の
は
住
民
の
自
発
的
な
避
難
と
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
政
府

の
防
災
体
制
に
あ
る
。
そ
し
て
、
避
難
は
あ
く
ま
で
も
市
民
た
ち
の
自
発
的
な
意
思
に
よ
る
。
避
難
を
強

制
義
務
と
指
摘
し
て
い
る
報
告
書
も
あ
る
が
、
事
実
は
違
う
(2)
。
ル
ビ
エ
ラ
博
士
が
、
災
害
で
死
ぬ
の
は

あ
く
ま
で
も
「
自
己
責
任
」
だ
と
述
べ
る
の
も
そ
の
た
め
だ
。 

「
二
〇
〇
一
年
の
ミ
シ
ェ
ル
で
は
五
人
、
二
〇
〇
四
年
の
チ
ャ
ー
リ
ー
で
は
四
人
が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

で
す
が
、
彼
ら
は
危
険
を
避
け
ら
れ
た
の
に
、
自
ら
危
険
に
身
を
さ
ら
し
た
の
で
す
…
。
例
え
ば
、
マ
タ

ン
サ
ス
州
の
コ
ロ
ン
の
あ
る
女
性
は
、
ミ
シ
ェ
ル
の
時
に
自
宅
が
倒
壊
す
る
危
険
が
あ
っ
た
の
で
、
自
宅

近
く
の
安
全
な
親
戚
宅
に
避
難
し
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
彼
女
は
愛
煙
家
で
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
最
中
に

タ
バ
コ
が
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
そ
れ
で
、
タ
バ
コ
を
取
り
に
自
宅
に
戻
っ
た
と
こ
ろ
で
家
屋
が
倒

壊
し
た
の
で
す
。
チ
ャ
ー
リ
ー
で
は
、
あ
る
ハ
バ
ナ
の
女
性
が
工
事
中
の
壁
が
崩
れ
て
、
生
き
埋
め
と
な

っ
て
死
に
ま
し
た
。
彼
女
の
住
居
は
安
全
で
し
た
が
、
建
設
中
の
建
物
が
隣
に
あ
っ
て
危
険
な
た
め
、
夫

と
二
人
の
子
ど
も
と
一
緒
に
避
難
所
に
移
動
し
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
避
難
所
で
家
に
一
瓶
の
ラ
ム
が

あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
し
て
、
自
宅
に
戻
っ
て
、
ラ
ム
酒
を
飲
み
な
が
ら
、
ポ
ー
チ
に
座
っ
て
、

ハ
リ
ケ
ー
ン
を
見
て
い
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
人
々
は
危
険
が
あ
る
の
に
自
分
達
が
ず
さ
ん
な
行
動
を
し
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て
い
る
こ
と
に
注
意
を
払
わ
な
い
。
で
す
か
ら
、
私
ど
も
が
防
止
プ
ラ
ン
を
完
璧
に
す
る
に
は
、
さ
ら
に

人
民
教
育
が
必
要
な
の
で
す
」
(6) 
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2008 年 9 月 12 日 ハリケーン・イケに襲われたオルギン州の集落 

 

 
2008 年 9 月 15 日 ハリケーン・イケの被災地で 78 歳のファビロ・

バルデスさんを救出(オルギン州) 
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2008 年 11 月 10 日 ハリケーン・パロマに襲われたカマグェイ

州サンタ・クルス・デル・スル 

 

(写真はいずれもグランマ紙ドキュメント・センター提供) 


